
清

の
姚

際
恆

の
僞

中

庸

説

に

つ

い

て

藤

澤

誠

(信
州
大
学
教
授
文

理
学
部
)

緒

言

太
田
錦
城
(元
貞
)
の

「中
庸
原
解
」

の
雀
頭
に
、
櫓
忠
岱

(俗
姓
伊
藤
氏
、
信
濃
の
門
人
)

の
著
し
た

「申
庸
些廷
撞
」

の
為
に
誌
し
た
序
文
が
附
録
さ
れ
て
あ

る
。
そ

の
中
で
彼
は

二

般
に
資
稟

の
優
れ
た
も
の
ほ
兎
角
観
念
的
に
な

つ
て
仏
老

の
空
妙

の
理
論
を
好
み
、
そ
の
註
釈
に
当
つ
て
騒
々
乎
と
し
て
荘
灘

(老

蕪
と
暉
家
)
の
域

に
走

つ
て
自
ら
悟
ら
ざ
る
傾
向

の
あ
る
」
こ
と
を
指
摘
し
、
忠
岱
が
僑
籍
に
在
り
な
が
ら
、
而
も
中
庸

の
原
義
を
忘
れ
ざ
る
こ
と
を
賞
讃
し
て

ゐ
る
。
中
庸

が
四
書

(論

・
孟

・
学
・
庸
)
の
中
で
儒
教

の
道
徳
麗
論
を
最
も
体
系
的
に
記
述
し
て
ゐ
る
こ
と
は
朱
子

「
中
庸
章
句
」
第

一
章
序
に
程
子
の
語
を
引
い

て
、
「
孔
門
伝
授
の
心
法
」
と
い
ぴ
、
「始
め
に

一
理
を
言
ぴ
、
中
ご
ろ
散
じ
て
万
事
と
な
り
、
末
復
合
し
て

一
理
と
な
る
」
と
読
明
し
て
あ
る
の
に
よ
一つ
て
も

明
牡
か
で
あ
る
が
、
・こ
の
孔
門
伝
授

の
心
法
の
解
釈
が
何
故
に
荘
灘
風
に
な
り
易
い
で
あ
ら
う
。
と
玉
に

一
ρ
の
問
題
が
伏
在
す
る
。
、

、
中
庸
は
も
と

「
礼
記
」
・の
第

三
十

一
篇

で
、
孔
子
の
孫
子
思

(名
扱
)
の
作
と
し
て
歴
代
奪
信
し
て
来
た
が
、同
じ
く
記
中
の
「大
学
」
と
共
に
論
語
・孟
子
に
配

し
、
子
弟

の
教
科
書
と
し
た
の
は
程
氏
で
、.
四
書

の
称
を
冠
し
、
経
典
と
し
て

「教
学

の
序
こ
れ
よ
り
先
な
る
は
な
し
」
と
し
た
の
は
南
宋

の
朱
子
で
あ
る
。

・斯

の
如
く
程
朱
に
奪
信
さ
れ
、
謂
ゆ
る
理
学
(道
学
)
の
立
揚
か
ら
独
特
に
解
釈
さ
る
X
に
及
び
、
こ
の
反
動
と
し
て
、
と
れ
に
疑
問
を
挾
む
者
が
現
は
れ
た
。

宋
初
め
欧
陽
修
、
次

い
で
陳
善

、
朱
子
門

の
王
柏
と
い
つ
た
人

々
が
こ
れ
で
あ
る
。
欧
陽
修
は

「
進
士
策
聞
」
(「丈
忠
公
集
」
巻
四
十
八
)
の
中
で
中
庸
の
「自
レ

誠
明
謂
二
之
性

」

と

「誠
者
不
レ勉
而
中
云
々
」
を
以
て
謬
伝
と
見
る
。
陳
善
は
そ
の
著

「網
訟
薪
語
」

の
中
で

「
春
秋
修
一甲其
証
廟
閣」
ド以
下

一
段
と
h
郊
社

之
礼
云
々
し
を
以
て
漢
儒

の
記
述
で
、
論
語
を
誤
読
せ
る
も
の
と
想
定
す
る
。
そ
し
て
王
柏
は

「漢
書
芸
文
志
し
礼
類
に
著
録
さ
れ
て
ゐ
る

「
申
庸
読
ト
に
よ

つ
て
申
庸
を
二
分
し
、
中
庸
;
誠
明
各

々
十

一
章
に
改
定
し
、
且
又
本
丈

の
移
動
さ
へ
し
た

(朱
竹
地

「経
義
行
」
引
自
蹟
)。
か
実
て
中
庸

に
対
す
る
疑
問
乃
至

銚

際
慨

の
儒
マ
甲
響庸

説

に

つ

い
て

(藤

沢

)

一

(
晶
)
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信
州
大
単
・
紐
要
　

第
一
「
，
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
）

否
｛
疋
は
以
上
三
氏
に
止
ま
っ
た
0
で
な
く
、
、
や
が
て
畿
偲
に
入
っ
て
山
婁
迎
、
「
禽
…
緻
…
に
及
び
、
我
国
で
は
㌧
伊
弾
縢
仁
斉
（
維
顧
y
が
と
の
余
流
を
う
け
隅
．
玉
柏
の
所
読
せ

是
認
し
、
中
庸
の
本
・
文
を
批
料
分
析
し
て
、
「
中
庸
本
来
め
姿
を
ド
「
朱
子
吉
言
本
に
よ
る
丁
第
」
三
塁
か
ら
第
十
五
章
ま
で
と
想
定
、
其
他
は
後
入
の
附
益
蜜
入
と
判
〃

毒
す
る
（
「
中
腰
発
揮
」
毒
断
）
ρ
故
藤
塚
螂
博
士
ぽ
大
正
二
年
に
「
東
蓮
研
究
」
一
斯
文
の
前
身
レ
第
三
巷
（
第
一
．
号
・
二
暑
∵
三
牲
写
置
号
・
八
蟻
ど
誌
上
に
於
て
以

上
疑
問
読
（
若
し
く
は
否
霧
）
を
外
与
し
て
下
節
に
分
ち
、
；
に
つ
い
て
論
評
さ
れ
た
が
、
そ
め
第
＋
・
第
±
、
節
ば
明
治
論
壇
に
令
名
を
馳
せ
た
山
路

愛
山
の
所
論
に
対
し
た
竜
の
で
翫
特
に
十
一
．
節
ぼ
、
「
中
庸
哲
学
は
子
思
時
代
に
あ
貧
富
べ
か
ら
す
と
す
る
読
」
で
あ
る
。
、
一
　
：
　
ボ
．
ヒ
．
．
．

　
さ
て
、
、
こ
の
論
評
に
於
て
博
士
ぼ
、
「
こ
の
論
は
愛
山
氏
の
得
意
の
論
で
あ
る
が
、
立
脚
地
を
全
く
異
に
し
て
み
る
か
ら
批
判
し
難
い
め
を
遺
憾
と
す
・
る
」
．
と

述
べ
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
．
憎
中
庸
の
哲
学
を
以
て
老
子
の
影
響
を
受
け
た
も
の
と
な
す
点
に
於
て
は
馬
．
余
は
氏
と
其
見
を
同
じ
う
す
れ
ど
窓
嵩
老
子
其
の
る

の
の
年
代
に
於
け
る
所
昌
就
き
て
ぽ
・
大
な
る
差
異
あ
れ
留
り
」
と
葵
て
る
る
・
こ
の
需
の
酔
読
叢
論
畜
蓉
・
宋
学
と
中
庸
の
関
係
美
察

す
る
上
に
一
特
に
依
教
・
に
関
し
て
有
力
な
る
孟
宗
を
與
べ
る
と
愚
ふ
し
、
覧
文
疑
問
論
中
幸
も
重
要
な
る
見
解
で
あ
る
か
ら
左
に
と
れ
を
掲
げ
て
参
考
と
す
る
．
。

　
　
※
　
愛
山
の
所
論
は
そ
の
著
．
「
孔
子
論
」
の
林
確
論
に
於
て
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
、
こ
の
p
「
孔
子
論
」
は
約
五
ゲ
年
に
亘
り
、
r
信
毎
・
モ
筆
と
し
で
信
州
に
客
寓
の
…
賜
物
と
し

・
・
て
、
「
長
野
県
人
の
名
に
献
ず
」
と
題
し
述
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

愛
山
は
い
ふ
「
中
庸
は
信
士
時
代
の
作
で
．
は
な
い
　
、
そ
の
哲
蓮
は
黄
老
（
黄
帝
と
老
子
）
の
凡
難
論
と
儒
家
の
性
論
と
の
調
和
の
上
に
組
織
さ
れ
た
る
竜
の
で
、
、

そ
の
老
荘
の
及
ば
ざ
る
と
こ
る
を
補
ふ
が
如
き
点
が
、
・
灘
の
暫
学
に
感
染
せ
る
宋
儒
に
歓
迎
さ
れ
て
、
“
孔
門
伝
授
・
の
教
訓
と
し
セ
馬
面
さ
る
玉
に
至
っ
た
も
の
」

で
あ
る
L
（
取
意
）
と
、
．
．
そ
の
宋
学
と
の
閣
係
に
・
つ
い
て
彼
は
ま
た
別
著
「
支
那
思
想
皮
」
の
七
項
に
於
て
次
の
如
ぐ
要
約
す
る
ゆ

　
　
「
こ
れ
を
要
す
る
に
宋
学
は
其
の
性
質
に
於
て
全
く
中
庸
及
び
そ
れ
と
時
代
を
同
ふ
す
る
哲
学
の
復
興
に
過
ぎ
す
、
此
処
に
も
歴
典
は
反
覆
す
、
老
荘
の

　
　
折
岡
学
を
取
り
、
之
に
加
ふ
る
に
器
差
霊
威
獄
情
を
以
て
し
た
る
中
庸
折
四
学
の
絡
…
袖
胴
は
再
び
宋
儒
の
心
に
宿
り
、
仏
器
の
折
四
面
を
と
っ
て
之
に
・
加
ふ
る
に
道
義
威
酬

　
　
情
を
以
て
せ
り
。
」

こ
の
愛
山
の
先
縦
を
な
し
、
宋
学
の
基
調
を
な
す
中
庸
を
「
儒
中
庸
坦
と
し
、
而
も
仏
老
の
学
と
し
て
真
向
か
ら
否
定
し
た
も
の
、
に
挑
新
森
が
あ
っ
た
。
宇
野

博
士
の
「
中
庸
講
義
」
序
論
に
彼
の
仏
老
の
学
と
な
す
所
管
に
つ
い
て
「
営
庭
恒
が
仏
者
が
多
く
中
庸
を
韓
重
す
る
か
ら
幽
庸
は
仏
門
二
氏
を
為
す
竜
の
工
偲

作
と
い
ふ
の
倣
、
讐
へ
ば
綺
羅
の
衣
は
蔀
人
士
が
多
く
着
要
す
サ
噸
か
ら
都
人
士
が
織
っ
た
哨
の
と
推
定
す
る
様
な
も
の
で
、
理
論
の
何
物
た
る
か
を
知
ら
な
い

も
の
で
あ
る
」
∵
と
男
数
さ
れ
で
み
る
が
》
し
か
し
、
、
彼
挑
氏
が
か
亘
る
隠
断
を
何
故
、
に
肯
て
し
た
か
と
い
ふ
こ
と
に
就
て
、
彼
と
彼
の
時
代
環
境
を
見
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

所
論
に
再
検
討
を
加
へ
る
こ
と
は
決
し
て
無
駄
で
は
な
い
と
考
へ
る
。
況
ん
や
そ
の
所
読
が
断
片
的
で
不
明
で
あ
り
、
他
の
経
籍
に
つ
い
て
の
老
証
に
幾
多
の



卓
見
が
あ
っ
て
、
古
く
か
ら
問
題
観
ざ
れ
、
今
日
又
学
．
界
に
　
つ
の
興
味
を
投
じ
て
み
る
に
於
て
街
更
で
あ
る
と
船
も
ふ
。

環
境
を
述
べ
、
次
い
で
三
物
。
著
述
に
及
び
、
順
次
之
の
「
傭
中
庸
設
」
な
る
も
の
玉
内
容
を
検
討
七
て
見
よ
う
と
愚
ふ
。

そ
れ
で
、
以
下
先
づ
彼
σ
時
代
的

輪

傑
糎
臨
初
期
の
隠
膣
・
塔
需
像
、
あ
清
初
選
擾
ρ
惚
華
墨
（
塾
）
は
次
の
恕
葵
イ
、
ゐ
．
・
。

・
顧
ふ
に
嬰
清
裡
何
の
因
縁
を
甚
し
て
此
あ
謹
壕
か
、
…
魂
凝
い
囎
学
諮
る
や
、
「
暫
陛
嘉
の
馨
毒
の
母
曝
運
之
宰

汁
．
婦
し
、
時
明
百
年
間
、
学
者
墓
揚
楽
章
2
蓄
£
．
前
代
雄
岳
、
儒
の
綴
あ
る
、
髪
萎
局
す
る
も
の
は
挑
蕩
玖
灘
五
蓬
蓬
孝
遂

　
　
以
て
原
動
力
と
す
る
之
謂
ふ
は
可
な
り
、
但
王
学
の
末
流
狂
恣
滋
ζ
甚
だ
し
く
徒
に
＝
一
の
口
頭
馨
を
以
て
相
再
び
、
其
自
己
に
対
す
る
や
、
’
実
践
を
去

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
て
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
み
と
と
愈
遠
く
、
翼
の
鮭
会
踏
襲
す
幡
や
演
用
を
去
る
こ
と
愈
蒙
る
、
」
肋
極
ま
煎
ば
必
・
ず
反
す
、
然
し
て
義
塾
君
子
直
心
の
戒
律
、
繁
博
⑦
考
証
を
似
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
じ
ヘ
　
ト
　
ソ
　
ヘ
　
や
ぐ
セ

　
、
起
て
之
を
矯
め
ざ
る
を
得
す
、
故
に
五
先
生
は
王
学
の
反
動
か
な
り
と
謂
ふ
も
可
な
り
、
両
者
兼
ね
て
而
し
て
後
妻
種
の
特
別
の
学
派
出
づ
三
：
・
L
（
「
飲

　
．
氷
室
文
集
」
上
、
中
国
学
術
思
想
変
遷
之
大
勢
凶
」
第
八
章
近
世
之
学
術
）

右
・
に
つ
き
左
に
少
し
く
附
記
す
る
。
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
”

〔
附
記
〕
・
　
、
・
一
」
∴
、
∵
　
、
　
　
・
　
、
．
　
　
　
・
「
㌧
．
ゴ
ー
ジ

　
λ
1
Y
「
五
先
生
」
と
は
顧
炎
武
・
黄
宗
霰
㌔
噛
王
夫
之
・
顔
弓
・
三
献
廷
を
指
す
．
ゾ

　
　
詠
2
刃
」
「
儒
の
碁
風
撲
る
」
と
は
先
づ
五
先
生
に
っ
㍗
て
こ
れ
を
観
る
に
、
顧
．
、
黄
．
王
三
黒
鍵
に
溝
朝
に
仕
へ
ず
∵
殊
に
顧
．
黄
二
氏
の
明
器
骸
復
に
力
濁
ゐ
」
」
謝
意
皮

　
　
　
　
走
蕎
い
黄
茶
事
に
航
し
擾
兵
を
輩
蓉
と
ど
が
あ
る
。
1
森
奄
毒
派
に
辱
藁
書
し
て
某
に
止
ま
衆
笹
葺
ゑ
三
三
之
亦
満

　
　
　
　
節
あ
り
、
そ
の
暮
、
「
講
書
」
翫
国
民
卒
等
の
勢
力
を
主
張
し
、
專
制
を
抑
へ
て
反
満
の
気
焔
を
あ
げ
た
る
も
の
で
、
・
後
の
憂
国
革
命
の
遠
因
と
ゼ
て
知
ら
れ
る
。
、
以
上

　
　
　
　
の
外
冊
掌
継
承
の
代
表
者
に
つ
・
い
、
で
観
る
に
孫
奇
書
．
・
李
顯
亦
出
で
」
仕
へ
ず
・
呂
晩
村
は
奇
骨
を
以
τ
鳴
っ
た
。
　
　
　
・
　
・
一
　
、
・
．
．
、
一
・
．
『
　
．
‘
…

　
　
．
（
3
）
　
「
繁
博
の
考
証
」
と
幡
糞
垂
儒
学
の
特
色
で
、
一
に
漢
宋
兼
采
と
も
い
は
れ
き
実
事
求
是
、
棄
威
票
実
に
よ
つ
で
儒
学
を
合
理
的
に
探
究
せ
ん
と
す
る
も
分
、
・
甑
炎
武

　
　
　
　
、
は
実
に
こ
の
学
派
、
の
颪
で
、
漢
学
を
主
と
し
た
。
そ
の
著
「
碍
知
録
」
は
清
朝
考
証
の
溜
源
で
、
後
進
の
指
針
ど
な
っ
た
こ
と
は
幕
明
を
要
し
な
い
で
あ
ら
う
。

　
　
（
4
）
　
「
此
種
の
特
別
の
学
派
」
と
は
、
こ
の
顧
氏
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
考
証
学
・
経
済
地
理
・
人
文
地
理
乃
至
金
石
学
等
の
新
学
風
が
、
や
が
て
次
期
の
閻
若
宮
・
胡
淵
．

　
　
　
　
毛
奇
齢
・
萬
斯
大
・
萬
玄
同
・
梅
文
鼎
・
王
難
雪
隠
に
継
承
さ
れ
、
「
各
々
門
戸
を
張
っ
て
分
科
的
に
考
究
す
る
に
至
っ
た
こ
と
を
指
す
四
就
中
こ
の
経
学
研
究
に
H
新

　
　
　
　
紀
元
を
劃
し
た
の
は
閻
・
胡
ご
氏
で
・
何
れ
も
後
漢
の
鄭
評
註
を
主
と
レ
て
乱
心
の
伝
註
を
正
し
・
謂
光
る
奪
漢
卑
宋
の
学
風
を
興
し
た
。
閻
氏
の
「
潜
邸
削
記
隙
は

　
　
　
　
　
娩
・
際
門
門
　
儒
串
庸
設
に
つ
い
て
念
縢
沢
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
（
三
）



　
　
　
　
　
信
帰
「
大
・
学
紀
・
要
．
・
第
「
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
（
四
）

　
　
　
　
こ
の
考
証
字
の
典
拠
と
し
て
曇
日
知
録
」
・
に
比
せ
与
れ
る
ゆ
そ
し
て
こ
の
考
証
の
所
産
で
あ
る
「
古
文
術
書
疏
証
」
は
昼
型
の
名
著
と
し
て
知
ら
れ
る
』
地
理
学
研
究

　
　
　
　
に
対
し
て
胡
謂
は
「
萬
賞
親
指
」
を
著
し
て
晶
新
機
軸
を
出
し
、
二
萬
は
黄
氏
を
継
ぎ
へ
殊
に
斯
大
は
「
周
糺
」
の
研
究
に
新
読
を
立
て
た
。
王
・
梅
二
氏
は
天
交
算

　
　
・
－
．
　
数
の
開
拓
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。
r
「
　
．
、
　
「
．
　
　
：
　
　
　
　
一
　
　
　
・
：
＝

銚
際
恒
の
「
儒
中
庸
読
」
は
か
X
る
時
代
を
背
景
と
し
、
順
治
か
ら
康
煕
に
か
け
て
の
暦
学
に
呼
応
せ
る
卑
宋
の
声
と
し
て
看
取
さ
れ
る
。

　
彼
の
．
名
は
従
来
僅
か
に
そ
の
著
引
古
今
傭
審
考
」
に
よ
っ
て
知
ら
れ
、
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
が
⊃
漸
次
問
題
に
さ
れ
δ
に
至
っ
た
（
註
二
）
。
「
杭
州
府
志
」

の
伝
ふ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
、
彼
は
字
を
立
方
ど
い
ぴ
、
仁
和
の
人
で
（
「
二
番
考
」
序
に
は
新
安
挑
首
源
際
慌
と
し
て
あ
る
）
、
少
い
時
か
ら
文
学
を
愛
好
し
、
百
氏

に
澄
毒
し
、
允
が
、
．
や
が
て
文
学
を
捨
て
、
y
経
学
研
究
に
稜
ひ
、
知
命
の
齢
に
至
っ
て
感
ず
る
と
之
ろ
あ
り
．
杭
州
の
一
，
隅
に
光
を
荏
ん
で
十
四
年
間
全
く
自
由

に
典
籍
無
事
、
潟
響
蕎
落
て
．
霧
島
言
拳
季
馨
髪
論
説
。
省
畜
大
部
盆
蔑
し
霧
落
も
の
ぽ
毒
茸
三

に
過
ぎ
な
い
（
註
三
）
。
ヒ
彼
は
中
央
に
認
め
ら
れ
す
、
．
そ
の
縛
論
は
横
恣
過
嚴
で
頗
る
異
端
硯
さ
れ
た
様
で
あ
る
が
、
学
者
間
に
は
注
目
さ
れ
、
就
中
山
陽
の

潤
毒
は
彼
の
詮
毒
筆
と
し
て
屡
，
苦
辛
書
斎
証
」
に
援
引
し
、
薫
山
の
毛
蚕
は
彼
の
交
友
で
、
亦
そ
の
博
識
に
嘆
服
し
た
天
で
あ
っ
た
と
。
う

か
ら
見
て
、
そ
の
学
識
人
物
が
想
像
さ
れ
る
（
難
詰
集
補
雀
三
＋
九
、
経
学
一
、
杭
州
雄
志
で
そ
し
て
そ
の
論
断
の
傾
向
は
「
古
書
影
面
四
種
」
中
に
牧
録
せ
る

「
吏
漉
書
考
」
に
す
っ
て
誘
次
体
が
窺
は
轟
る
。
、

　
次
喪
い
「
禰
中
庸
論
」
、
は
考
課
搬
（
大
宗
）
の
編
駕
↓
た
「
続
下
記
芽
立
㌣
（
黒
八
＋
沈
－
八
＋
流
）
ガ
中
庸
」
φ
部
エ
冷
早
瀬
録
述
れ
た
も
の
で
、
「
予
参
一
出
批

聲
以
為
撫
中
唐
者
、
差
以
・
為
・
其
二
氏
之
学
識
．
．
一
．
」
艇
囎
意
が
、
競
氏
慧
ら
《
そ
の
伝
に
「
又
薦
垂
一
章
牽
養
雑
論
潅
轟
藷
テ
．
．
．

・
－
」
と
あ
る
も
の
に
よ
っ
て
揚
録
し
た
の
で
あ
ち
う
。
し
か
し
、
全
文
が
掲
録
さ
れ
た
か
否
か
は
明
か
で
は
な
い
。
予
は
往
年
東
大
研
究
室
所
蔵
の
震
災
年
三

写
本
羅
襲
読
あ
「
中
塵
五
養
A
．
中
偶
疲
の
所
論
に
墨
黒
を
覚
え
、
そ
の
強
日
、
塔
落
下
の
蓄
薫
蒸
写
渋
四
逼
塞
畿
で
森
三
＋

枚
、
毒
、
乏
膣
藩
斐
誘
大
部
雀
網
羅
逆
馬
る
。
と
が
判
り
、
誘
慨
嘆
つ
い
て
駆
落
に
襲
し
た
。
と
彦
つ
た
庵
言
違
栞
を

再
が
穫
優
捜
欧
そ
の
内
回
り
芝
こ
走
改
め
三
三
す
る
も
の
で
あ
る
。
－

　
〔
註
〕

　
　
（
一
）
梁
啓
超
、
字
は
卓
如
、
任
公
職
飲
氷
室
主
人
と
号
す
、
広
東
省
新
会
県
の
人
、
民
国
十
八
年
残
、
康
有
為
門
下
で
、
康
有
為
・
宝
寺
同
と
共
に
現
代
中
国
思
想
史
上
第
一
残

　
　
　
9
階
に
属
す
る
人
、
始
め
国
事
に
奔
走
、
後
著
述
之
教
育
に
專
念
、
著
書
頗
る
多
く
、
「
先
秦
政
治
思
想
史
」
・
「
清
代
学
術
概
論
」
・
「
古
書
亘
薦
及
年
代
」
・
「
孔
子
学
案
」
…
は
知

　
　
．
．
ら
れ
て
る
る
α
メ
．
　
二
’
、
．
、
．
、
　
－
・
：
、
「

　
　
（
二
）
　
藤
塚
博
士
「
態
々
録
ト
、
に
故
那
阿
博
士
が
「
東
洋
史
学
要
書
睡
録
」
、
、
に
彼
の
「
周
託
通
論
」
に
つ
い
て
述
べ
た
記
事
が
あ
る
か
ら
相
当
早
く
か
ら
学
界
に
注
騒
ざ
れ



　
「
、
た
て
と
が
わ
か
為
。
最
近
服
部
三
三
橡
「
春
秋
通
論
」
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
癒
。
、
（
菓
洋
学
報
、
、
南
京
罪
冊
、
続
篇
）

恢
三
・
〉
－
、
彼
の
行
状
に
つ
い
て
詳
細
に
記
述
し
た
文
献
は
な
い
が
「
杭
州
練
減
」
・
「
武
林
道
古
録
」
・
「
四
庫
全
書
雑
家
類
存
目
庸
…
吾
録
加
捉
要
」
・
「
古
今
儒
書
考
」
顧
読
剛
…
序
等

　
．
に
よ
つ
で
そ
の
大
体
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
著
書
に
つ
い
て
は
「
古
今
傭
書
考
」
孝
経
條
下
に
「
予
著
＝
通
論
一
頃
二
九
経
こ
・
「
杭
州
府
志
」
に
「
屏
ゴ
絶
入
三
一
、
閲
H
一
十

　
、
一
．
四
年
’
而
恩
威
、
生
日
一
一
九
経
通
論
一
」
と
あ
り
、
「
武
林
蔵
書
録
」
に
は
百
六
十
三
巷
と
し
、
「
銭
塘
県
志
経
籍
鷺
」
に
は
百
十
七
巻
と
す
る
。
　
こ
の
中
刊
行
さ
れ
た
る
も

　
の
に
「
詩
経
通
論
」
十
毬
が
あ
る
…
ゆ
…
報
部
氏
に
よ
る
と
北
京
の
倫
明
氏
蔵
書
申
に
「
春
秋
通
論
」
十
五
巻
が
あ
っ
て
写
本
を
と
ら
れ
た
と
の
こ
と
、
こ
れ
に
よ
る
と
「
論
語
通

　
論
」
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
、
困
蕪
公
九
年
裁
下
）
更
に
「
儒
無
考
」
に
よ
る
と
「
易
伝
言
論
」
十
巻
・
「
吉
富
術
書
通
論
」
十
巻
・
「
周
瀧
通
論
」
十
毬
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
又

　
　
巻
数
不
明
な
が
ら
「
恥
記
」
・
「
儀
瀧
」
の
通
論
も
あ
っ
た
様
で
あ
る
。
省
以
上
の
外
「
艶
言
録
」
若
干
巻
が
あ
っ
た
こ
と
は
本
文
に
引
い
た
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
　
　
　
　
　
　
』
　
　
r
　
　
　
　
、
、
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
」
f

、
敏
の
輪
廓
」
時
代
的
環
境
「
・
人
物
、
・
．
著
書
等
に
つ
い
、
て
億
大
西
岸
蓮
の
如
ぐ
で
あ
る
。
　
」
　
・
い
、
，
．
　
．
．
、
　
　
　
、
、
　
，
　
、
．
「

、
さ
て
冷
『
偏
坤
庸
読
」
は
新
学
に
呼
応
せ
る
郵
送
の
声
で
あ
る
と
蓮
べ
允
が
、
王
学
の
末
流
に
対
す
る
反
動
で
あ
る
ζ
と
は
い
ふ
迄
も
な
い
、
．
而
し
て
王
学
は

理
学
の
一
、
‘
派
で
、
・
理
孝
の
根
底
に
は
中
庸
が
あ
為
。
∵
こ
の
玉
藻
は
明
代
に
入
？
て
か
ら
儒
家
と
暉
家
を
結
ぶ
大
き
な
役
割
を
演
じ
、
謂
ゆ
る
口
頭
暉
な
る
も
の

端
之
れ
を
籍
り
て
行
は
れ
た
こ
と
な
馬
彼
が
引
用
せ
る
明
の
蘇
以
身
や
羅
念
蕎
の
詩
、
清
の
徐
世
薄
や
尤
展
成
の
語
句
が
雄
弁
に
物
語
っ
て
み
ろ
σ
参
老
に
左

に
揚
げ
る
つ

　
　
知
君
問
・
我
参
同
処
、
請
看
中
庸
第
幾
章
　
（
蔵
氏
贈
三
一
一
峰
蔵
一
〉
．

　
、
何
入
欲
レ
問
遣
遙
法
、
為
語
中
庸
第
一
章
　
（
羅
念
蕎
）

　
　
二
乗
五
箪
本
無
三
諦
、
君
求
・
簡
養
莫
遙
二
中
塵
（
徐
氏
興
罵
克
明
上
人
一
書
）

　
　
中
庸
不
レ
謄
不
レ
聞
無
レ
声
無
レ
臭
尤
近
帆
　
不
二
門
一
（
尤
氏
丈
序
）

明
，
」
溝
王
学
の
斯
る
傾
向
と
、
と
れ
に
俘
ふ
語
・
孟
精
神
－
道
義
の
衰
退
は
彼
を
駆
っ
て
中
庸
を
仏
老
の
学
と
し
て
否
定
す
る
こ
と
に
躊
躇
せ
し
め
な
か
っ
た

わ
廿
で
う
「
宋
よ
り
以
後
申
庸
の
書
恐
旧
盛
に
し
て
三
越
日
に
微
、
宜
な
る
か
な
儒
道
学
日
に
益
ζ
多
く
し
て
真
に
聖
賢
の
徒
日
に
益
少
し
、
と
れ
古
今
世
道

昇
降
の
r
大
関
鍵
、
．
惜
揮
い
か
な
人
絶
え
て
之
を
覚
ら
・
ず
、
．
浩
嘆
を
為
す
べ
し
」
・
と
激
憤
し
、
そ
の
責
を
朱
子
の
申
庸
奪
奉
に
帰
し
、
・
さ
て
云
ふ
、
、
　
・

h
∵
．
「
灘
学
を
静
む
者
ほ
必
ず
廊
庸
を
術
ぶ
鎚
音
庸
を
爾
ぶ
者
は
暉
学
を
好
む
、
中
庸
の
異
学
た
る
私
幣
を
倹
た
す
。
」
（
論
旨
）

と
冷
ζ
れ
一
に
か
の
唐
の
季
翻
以
来
宋
・
明
に
か
け
儒
家
の
申
庸
奪
奉
の
形
迩
に
つ
．
い
て
の
結
論
で
あ
る
。
　
し
か
し
、
こ
の
論
拠
に
於
て
洩
術
薄
鼠
．
で
あ
冷
こ

　
　
　
　
　
銚
際
恒
り
儒
中
｛
構
設
に
つ
い
て
（
藤
沢
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
五
（
五
）



　
　
　
　
　
倍
ン
州
大
ゴ
、
学
紀
婁
．
第
一
　
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
（
六
）

と
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
、
．
思
ふ
に
彼
も
斯
、
る
点
を
知
ら
な
い
の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
。
そ
こ
で
彼
は
其
の
形
　
の
観
点
を
「
労
趨
ご
干
富
盛
一
三
啓
二
夫
佛

氏
嚇
」
立
揚
に
お
き
換
へ
る
と
共
に
や
中
庸
と
語
例
孟
の
相
違
点
、
一
曲
中
庸
形
成
の
理
論
面
を
指
摘
分
析
す
る
ζ
と
に
よ
つ
て
馬
そ
の
薄
弱
な
る
論
拠
を
彌
縫
せ

ん
と
し
喪
の
で
あ
つ
で
、
と
蕊
に
梁
氏
の
謂
ゆ
る
「
繁
博
の
考
証
」
‘
が
各
章
下
に
施
ざ
れ
た
の
で
あ
捧
⑩
と
の
老
証
は
語
・
孟
関
係
と
仏
画
闘
係
に
大
別
し
、

更
に
と
れ
を
要
約
し
て
次
の
四
項
に
分
聴
き
れ
る
6
」
　
　
h
r
．
　
∵
．
い
、
．
㌃
　
　
．
　
　
げ
ゴ
　
㌃
＼
　
　
滞
．
用

　
e
　
語
・
孟
関
係
　
～
　
F
　
．
了
　
、
　
．
、
．
，
　
　
．
　
．
　
・
、
　
．
～
　
　
、
、
‘
　
㍉
、
　
．
　
り
し
　
・
i
、
㌘
　
、
　
一
・

　
　
紛
　
中
庸
億
語
隔
”
鉱
の
思
想
と
畑
伽
違
す
る
。

　
　
㊨
．
ン
痢
庸
は
孟
子
を
襲
ひ
て
増
加
し
て
あ
る
。

　
◎
仏
・
老
関
係
．
　
　
　
　
て
じ
、

　
　
ω
ド
中
庸
め
性
論
は
告
子
に
類
も
ハ
道
論
は
気
化
論
に
七
て
老
氏
よ
り
来
る
。

　
　
㈲
、
中
庸
は
労
ら
老
氏
に
趨
き
、
預
め
仏
氏
を
啓
く
。

今
以
上
の
見
地
か
ら
破
の
周
題
に
し
た
範
囲
を
章
句
本
に
つ
い
て
見
る
κ
A
第
一
天
命
章
、
．
第
十
・
二
重
油
章
、
第
十
六
鬼
神
章
、
．
第
二
十
哀
公
書
政
章
、
第
二

十
　
誠
胡
章
以
下
第
三
十
三
章
に
互
る
。
武
内
搏
士
は
そ
の
著
「
諸
子
転
読
」
に
於
て
第
二
章
よ
り
第
十
九
章
ま
で
を
意
思
の
真
作
と
し
、
．
第
十
六
章
は
錯
簡

で
第
二
十
三
章
の
後
に
あ
み
べ
き
も
の
、
第
一
天
命
章
と
第
「
、
、
一
十
章
以
下
終
り
ま
で
を
重
工
の
文
章
と
推
定
♪
こ
れ
を
「
意
志
」
㌧
礼
意
に
著
録
さ
れ
だ
る
「
申

山
庸
読
」
二
懇
た
当
て
（
経
学
一
・
、
子
思
子
）
、
近
著
「
易
と
中
庸
と
の
研
究
」
に
於
て
は
更
に
考
証
さ
れ
て
中
庸
本
書
を
二
十
章
初
ま
で
と
推
定
さ
れ
る
（
第
三
章

子
思
子
の
分
析
）
f
博
士
の
所
読
は
上
蓮
研
藤
仁
斎
の
漸
騰
に
修
正
を
加
へ
ら
れ
た
も
の
；
こ
れ
に
よ
る
と
際
憶
の
所
説
は
大
体
に
於
て
こ
の
申
庸
詮
に
対
し
た
秀
の
．

で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
思
ふ
に
中
庸
論
の
問
題
は
幾
多
中
庸
に
対
す
る
疑
問
解
決
の
関
鍵
で
あ
る
と
い
へ
る
。
以
下
順
次
上
意
四
項
の
内
容
を
検
討
し
て
見
よ

・
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
ド
∴
「
「
　
　
　
　
　
　
　
　
r
　
r
　
　
’
馳
　
「
噛
　
「
　
・
．
　
　
　
　
7

，P

「

三
、

e
　
語
・
孟
関
係

　
ω
　
証
悶
・
子
皿
の
田
ゆ
想
ど
柑
訟
回
す
る
i

彼
の
見
解
は
「
聖
人
入
を
教
、
ふ
る
に
挙
げ
て
之
を
近
づ
く
、
儒
中
庸
入
を
教
ふ
る
に
推
し
て
「
之
を
遠
ざ
く
」

臼

に
尽
さ
れ
る
。
「
聖
遷
」
に
つ
い
て
は
、
日
用
応
事



接
物
上
の
孔
子
の
訓
言
ハ
例
へ
ば
孝
悌
忠
信
乃
至
視
難
言
動
の
教
誰
に
対
し
て
、
「
中
庸
」
、
鬼
神
章
の
不
鰭
・
不
聞
、
衣
錦
章
の
無
声
・
無
臭
を
あ
げ
て
隷
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
な
ナ
ら

黄
平
の
観
想
と
し
、
「
孟
子
」
に
つ
、
い
て
は
円
心
下
篇
の
「
言
近
而
指
遽
者
善
言
也
」
．
を
以
て
中
庸
胃
頭
の
「
天
命
義
心
レ
性
」
に
対
し
て
一
編
髪
大
人
を
遠
ざ

く
る
の
甚
だ
し
き
も
の
と
断
じ
る
』
．
彼
は
こ
の
断
定
に
対
し
て
次
の
如
き
告
白
を
し
て
み
る
。
「
予
此
書
（
爲
中
庸
説
）
成
る
の
後
六
年
、
欧
陽
修
⑳
丈
集
ド
（
問
進

士
策
）
を
閲
し
、
始
め
て
之
を
見
馬
齪
に
し
て
予
の
読
の
孤
な
ら
ざ
る
を
喜
び
、
而
も
又
予
の
寡
学
齢
を
見
る
の
遅
き
を
憶
づ
し
と
、
彼
は
か
く
て
ぞ
、
の
全
文
を

引
例
し
、
「
集
読
」
に
亦
こ
の
文
と
彼
の
告
白
が
揚
録
さ
れ
て
み
る
Q
さ
て
、
か
く
の
如
く
中
庸
を
租
父
の
言
行
を
録
し
た
「
論
語
」
と
、
孫
弟
子
孟
朝
の
「
孟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ち

子
」
と
を
と
っ
て
時
代
の
前
後
か
ら
思
想
の
相
違
を
指
摘
す
る
の
は
確
か
に
老
証
の
方
を
得
た
も
の
と
い
へ
る
。
し
か
し
、
書
物
の
性
質
・
述
作
の
動
機
に
つ

い
て
充
分
な
検
討
が
施
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
ぽ
彼
の
為
に
惜
し
ま
ざ
る
を
得
な
い
。
欧
陽
修
の
「
問
進
士
策
」
の
所
読
に
対
し
て
藤
塚
博
士
は
清
の
王
冠
の
駁

論
一
論
語
は
垂
教
の
言
を
牧
め
、
申
庸
は
伝
道
の
言
を
黙
す
八
「
四
書
致
異
」
総
懸
五
）
を
以
て
応
酬
さ
れ
た
が
（
東
亜
研
究
巻
三
ノ
一
）
、
又
以
て
彼
の
所
説
に
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
磁

て
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
ふ
。
・

馬
＠
　
孟
子
を
襲
ふ
て
増
加
し
て
あ
る
一

こ
れ
は
文
の
形
式
と
語
義
か
ら
中
庸
第
二
十
章
「
在
二
下
位
一
高
レ
獲
k
上
！
誠
者
人
之
道
也
」
を
．
「
孟
子
」
離
婁
上
篇
第
十
二
章
に
対
比
し
て
の
論
で
あ
る
。
と

の
両
文
は
全
く
数
字
を
易
へ
る
の
み
で
同
文
で
あ
る
。
そ
れ
で
先
づ
文
の
形
式
か
ら
見
て
、
真
に
子
思
の
文
な
ら
ば
、
孟
子
は
必
ず
「
子
思
日
」
を
冠
し
、
子

忌
の
言
な
る
と
と
を
明
ら
か
に
し
て
あ
る
べ
き
筈
で
あ
る
、
然
る
に
こ
れ
の
な
い
の
ば
中
庸
を
儒
作
に
当
っ
て
「
孟
子
」
を
襲
っ
た
竜
の
で
あ
る
。
次
に
語
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

か
ら
見
て
、
「
孟
子
」
で
は
誠
を
天
に
か
け
、
思
レ
誠
を
入
に
か
け
て
み
る
か
ら
筋
が
通
る
が
、
中
庸
で
は
「
誠
ン
直
人
之
道
也
」
の
下
に
「
誠
者
不
レ
点
耳
申
…
…
」

　
　
　
　
　
　
　

を
加
へ
、
た
為
に
誠
が
人
に
属
す
る
こ
と
玉
な
り
、
人
を
以
て
天
の
道
を
な
す
こ
と
と
な
っ
て
筋
が
通
ら
な
く
な
る
、
こ
玉
に
傭
作
者
の
語
義
が
あ
る
と
す
る
。

中
庸
が
以
上
の
点
に
於
て
孟
子
を
襲
ふ
と
見
る
も
の
に
清
の
紙
製
述
の
「
爆
撃
老
信
録
」
が
あ
る
。
そ
し
て
亦
既
に
藤
塚
博
士
に
よ
っ
て
弁
駁
さ
れ
て
み
る
（
東

亜
研
究
第
三
巻
Z
三
ω
の
七
箇
）
今
そ
の
要
点
を
紹
介
し
て
と
の
検
討
に
か
へ
る
「
孟
子
は
孔
子
の
言
を
引
用
し
な
が
ら
時
に
或
は
「
孔
子
日
」
を
称
し
て
み
な

い
し
、
孔
子
の
言
か
ら
変
化
し
て
孟
子
め
票
読
の
如
く
な
っ
た
も
の
も
多
い
。
又
孔
子
伝
講
の
語
を
引
く
に
当
っ
て
、
孔
子
よ
り
出
つ
る
も
の
も
「
孔
子
日
」

を
称
さ
な
い
で
、
そ
の
伝
講
者
の
名
を
冠
し
、
或
は
全
く
と
れ
を
省
略
し
た
り
し
て
み
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
「
子
思
日
」
の
な
い
の
も
自
ら
察
知
出
来
る
一
博
士

は
こ
れ
に
対
し
て
詳
細
に
例
証
さ
れ
て
み
る
。
‘
次
に
語
義
に
対
す
る
問
題
は
斗
要
す
る
に
「
方
的
襯
察
で
、
述
作
に
就
て
の
企
図
を
明
ら
か
に
し
な
い
と
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

に
起
つ
た
も
の
で
嵩
、
中
庸
隙
学
．
の
要
目
‘
5
一
博
学
・
審
問
臥
愼
思
・
明
弁
・
篤
行
ポ
に
対
し
貸
一
喜
よ
・
事
に
つ
き
て
誠
ゲ
之
の
道
を
逡
べ
、
「
孟
子
」
で
は
誠
を
以
て

誠
身
の
要
、
身
に
反
嫁
す
る
立
揚
か
ら
立
言
し
て
あ
っ
て
、
中
庸
を
咀
謝
し
て
薪
ら
し
い
形
に
変
へ
た
も
の
で
あ
る
。
藤
塚
博
士
は
と
の
駁
論
に
お
い
て
清
の

　
　
　
　
　
挑
二
型
恒
の
俘
一
中
庸
諭
に
つ
い
て
（
藤
沢
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
．
（
七
）



　
　
　
　
　
．
儒
狙
大
学
、
紀
要
　
第
一
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
．
（
八
）

趙
佑
の
「
温
古
録
」
（
孟
子
正
義
所
載
）
を
引
用
ざ
れ
て
み
る
。

　
翻
っ
て
思
ふ
に
崔
述
所
課
の
淵
源
は
際
漉
に
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
ご
れ
は
と
即
位
と
し
て
論
・
・
孟
関
係
に
於
げ
る
中
庸
否
定
は
以
上
二
点
が
中
心

で
あ
る
が
、
そ
の
老
証
ゐ
用
意
に
曾
て
不
充
分
で
あ
る
事
は
掩
ふ
べ
く
も
な
く
、
吾
入
を
し
て
了
承
せ
し
む
る
に
は
至
ら
な
い
の
で
あ
る
。

四

⇔
、
仏
老
関
係

　
㈲
　
性
論
は
三
子
に
類
し
、
道
論
は
気
化
論
に
し
て
老
氏
よ
り
来
る
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
の
項
は
「
牽
レ
性
之
謂
レ
道
」
の
性
と
道
に
就
て
極
論
し
て
第
十
二
、
二
十
五
、
・
三
十
二
章
に
及
ん
だ
も
の
で
、
理
論
的
考
察
面
と
し
て
「
儒
中
庸
読
」
の
眼

目
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
彼
は
先
づ
率
レ
性
謂
レ
道
に
対
し
て
謂
ゆ
る
籠
頭
藷
で
漠
然
で
あ
る
と
い
ぴ
、
特
に
率
字
に
藩
目
し
て
潅
混
曖
妹
で
あ
る
と
こ
ろ
に
宋
儒
の
吏
読
に
於
て
、
人

と
物
と
を
兼
ね
て
言
ふ
基
点
が
あ
る
と
摘
発
す
る
。
今
彼
の
所
読
を
明
ら
か
に
す
る
為
に
左
に
朱
註
を
掲
げ
る
。
、

・
」
倒
　
性
即
理
也
、
天
以
＝
陰
陽
五
行
一
化
＝
生
萬
物
㎝
、
気
以
成
レ
形
、
・
一
理
亦
賦
焉
、
於
レ
是
入
物
之
生
、
因
三
郎
得
瓢
其
所
レ
賦
之
理
一
以
為
二
健
順
五
常
之
徳
一
、

　
　
所
レ
謂
性
也
。
‘

　
a
r
道
猫
’
路
也
、
人
物
各
循
一
一
其
性
之
自
然
一
、
則
其
日
用
事
物
之
問
、
莫
レ
不
三
囲
有
二
当
レ
行
」
豊
熟
一
也
、
是
則
所
レ
謂
道
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

・
右
に
於
て
、
「
庭
竃
兼
一
入
物
一
而
言
」
と
い
ふ
の
は
劇
，
の
「
人
物
各
循
　
置
ハ
性
癖
自
然
し
を
指
せ
る
も
の
馬
彼
は
こ
れ
に
対
し
て
「
人
々
性
た
牽
ひ
、
・
牛
馬
牛

馬
．
の
性
に
従
ふ
、
是
の
如
き
は
則
ち
入
道
を
牛
馬
と
同
じ
く
す
る
も
の
で
、
か
の
告
子
の
「
生
之
謂
レ
性
」
に
類
す
る
し
と
推
断
す
る
。
こ
の
推
断
に
は
上
掲
朱

墨
働
の
「
三
密
理
也
」
が
度
外
さ
れ
、
「
孟
子
」
告
子
上
篇
の
「
生
之
謂
レ
性
」
の
朱
註
・
「
以
レ
気
言
レ
之
、
則
知
覚
二
身
人
與
レ
物
影
’
不
レ
壷
飾
」
．
に
つ
い
て
の

み
論
駁
し
た
感
が
あ
る
。
こ
の
性
論
は
そ
の
道
論
の
前
提
で
あ
る
。
次
に
道
論
に
つ
い
て
見
る
ゆ
　
　
・
、

　
中
庸
の
道
は
率
レ
性
の
義
で
あ
る
。
と
ζ
ろ
で
、
性
が
上
述
の
如
く
で
あ
る
な
ら
ば
、
天
地
間
の
外
物
は
皆
道
の
顯
現
と
な
り
、
謂
ゆ
る
老
荘
み
気
化
論
に
異

ら
な
く
な
る
。
さ
す
れ
ば
、
か
x
る
道
を
修
む
る
乏
い
．
ふ
こ
と
は
、
畢
菟
道
を
只
観
念
の
上
で
の
み
探
究
す
る
こ
と
玉
な
っ
て
、
儒
教
本
来
の
道
一
「
道
根
し

か
ら
離
れ
て
み
る
と
い
ふ
の
が
、
中
庸
の
道
に
対
す
る
彼
の
見
解
で
あ
る
コ
．
ド

　
彼
は
儒
教
本
来
の
道
と
い
ふ
も
の
を
「
孟
子
」
の
「
仁
也
者
人
畜
、
合
評
言
レ
之
道
也
（
蓋
心
下
）
、
に
於
て
見
る
。
そ
し
て
ζ
の
立
揚
を
彼
は
「
仁
義
一
興
」
の



へ

境
地
と
す
る
q
こ
の
境
地
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
無
性
中
に
仁
義
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
の
行
動
が
道
．
で
あ
る
と
す
る
こ
と
に
対
し
て
も
不
徹
底
と
云
は
ざ
る
峯

得
な
い
、
何
故
な
ら
こ
X
に
性
と
仁
義
と
を
判
別
し
て
み
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
か
X
る
判
別
の
由
来
を
老
子
の
気
化
論
に
在
る
と
見
る
。
そ
し
て
「
失
レ
道
、

而
門
燈
、
失
レ
徳
而
後
仁
、
失
レ
仁
而
後
義
」
を
例
証
と
し
、
更
に
性
と
仁
義
を
判
別
す
る
働
を
「
准
南
子
」
の
「
華
レ
性
而
行
謂
｝
・
之
道
一
、
導
管
へ
天
性
一
議
罵
之

徳
↑
、
性
央
然
後
貴
レ
仁
、
道
馬
繋
後
貴
’
義
」
に
と
っ
て
中
庸
案
頭
迂
混
の
影
響
と
し
、
第
十
二
堅
実
章
の
「
詩
云
、
犠
飛
戻
レ
天
、
絵
書
三
」
淵
一
、
言
＝
上
下
．

察
一
也
」
の
一
節
を
気
化
論
の
好
例
と
す
る
。
帥
ち
鳶
魚
は
物
で
犬
羊
の
類
、
飛
耀
は
知
覚
蓮
動
で
生
の
謂
で
あ
る
か
ら
、
と
れ
亦
告
子
の
「
生
之
謂
レ
性
」
忙

異
な
ら
な
い
と
す
る
。
今
こ
の
一
節
が
か
x
る
立
場
か
ら
解
釈
さ
れ
る
も
の
か
ど
う
か
（
註
一
）
、
叉
彼
の
見
解
が
果
し
て
要
望
で
あ
り
、
合
理
的
で
あ
る
か
ど
、

う
か
（
融
二
）
は
姑
く
お
ぐ
と
し
て
、
朱
子
が
こ
の
一
節
に
対
し
て
「
化
育
流
行
、
上
下
昭
著
」
・
と
註
し
た
（
謎
三
）
こ
と
は
彼
を
し
て
か
く
観
察
せ
し
め
た
原
因

で
は
な
か
っ
た
ら
ヶ
か
。
（
二
＋
五
章
誠
二
物
之
終
始
、
三
十
二
章
天
地
硬
化
育
云
々
皆
気
化
論
と
見
る
）
　
以
上
性
・
道
二
読
書
に
宋
学
の
根
本
問
題
に
対
す
る
反
駁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
、
気
化
論
．
の
影
響
を
率
の
・
一
．
字
よ
り
推
演
し
た
と
こ
ろ
に
観
察
眼
の
鏡
さ
を
見
る
と
共
に
、
道
論
に
於
け
る
「
道
根
」
、
「
仁
義
一
暦
」
の
見
解
は
宋
儒
毒
気
一

読
に
対
す
る
痛
撃
と
い
へ
る
。

　
〔
註
〕
　
、
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
．

　
　
　
、
（
一
）
、
こ
の
一
節
は
下
文
の
君
子
之
道
に
か
け
て
見
る
べ
き
で
独
立
文
で
は
な
い
が
、
際
」
恒
は
こ
れ
を
独
立
的
に
考
察
し
た
。
、

　
　
　
（
二
）
・
際
憧
は
中
庸
の
性
・
道
を
老
薙
の
道
・
・
塞
に
直
ち
に
対
比
す
る
」
蓋
道
・
室
は
現
象
世
界
に
於
け
る
根
本
実
在
で
あ
る
か
ら
道
の
大
原
で
あ
る
天
を
以
て
す
べ
き

　
　
　
　
で
は
な
か
っ
た
か
。

　
　
．
（
三
）
錦
城
日
、
晦
盤
（
朱
子
）
言
㎜
一
化
育
流
行
、
上
下
昭
著
一
、
早
薬
ご
造
化
一
解
、
非
＝
本
文
貴
意
一
。
造
化
と
は
気
化
の
謂
で
あ
る
。

五

　
㈲
　
穿
ら
老
氏
に
旧
き
預
め
仏
氏
を
旧
く
1

中
庸
を
仏
老
の
学
と
し
て
否
定
す
る
論
拠
を
か
エ
る
二
五
に
於
て
確
実
な
ら
し
め
ん
と
す
る
も
の
で
、
幾
多
否
定
乃
至
疑
問
途
中
特
異
の
も
の
で
あ
る
。
先
づ

そ
の
着
想
に
つ
い
て
彼
は
云
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
「
大
抵
仏
と
老
と
は
形
迩
似
同
で
指
帰
は
実
に
別
で
あ
る
。
儒
中
庸
の
言
は
募
ら
老
氏
に
趨
り
、
膨
め
夫
の
仏
氏
を
啓
く
、
故
に
そ
の
指
数
に
類
す
る
も
、

　
　
の
仏
に
類
す
る
も
の
が
あ
る
、
一
嘗
で
老
と
し
て
よ
き
も
の
、
以
て
仏
と
し
て
よ
き
も
の
が
あ
る
。
」
（
論
旨
・
第
＋
二
章
君
子
之
道
條
下
取
意
）

　
　
　
　
　
銚
際
恒
の
儒
申
庸
説
に
つ
い
て
（
藤
沢
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
（
九
）



　
　
　
　
　
儒
州
大
・
学
紀
、
」
要
‘
　
第
一
．
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
（
一
〇
）

と
、
か
玉
る
見
地
か
ら
彼
は
類
同
と
思
惟
す
る
語
句
な
り
思
想
な
り
を
道
仏
ご
書
か
ら
各
筆
下
に
引
、
証
す
る
。
蓋
朱
子
が
里
家
に
対
．
し
て
老
荘
先
づ
唱
ふ
と
い

へ
る
を
移
し
て
中
庸
に
当
て
た
感
が
あ
る
。
、
彼
の
仏
教
に
対
す
る
造
詣
は
明
ち
か
で
な
い
が
、
・
そ
の
着
想
と
2
引
証
に
使
用
し
た
仏
書
か
ら
推
．
し
て
一
家
見
を

も
つ
て
み
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
彼
の
引
証
は
枚
挙
に
逗
な
い
が
、
先
づ
形
　
下
記
に
つ
い
て
、
彼
が
コ
一
翼
黒
蝿
似
同
、
故
中
庸
有
＝
與
合
一
し
と
特
記

し
た
第
二
十
章
「
至
誠
無
息
云
々
」
．
を
と
っ
て
み
る
。

　
　
「
至
誠
無
レ
息
…
…
博
厚
所
離
以
載
ワ
物
也
、
高
明
所
＝
以
覆
τ
物
也
、
悠
久
所
＝
以
域
フ
物
也
、
博
高
配
レ
地
、
高
明
配
レ
天
、
悠
久
無
レ
張
、
如
レ
此
者
不
レ
見
而

　
　
章
、
不
レ
動
而
変
、
無
レ
為
而
成
、
天
地
之
道
面
一
二
言
而
鑑
一
也
、
其
為
レ
物
不
レ
武
、
則
芝
生
レ
物
不
レ
測
…
…
」

右
に
於
て
不
見
・
不
動
・
無
為
は
老
氏
の
家
法
。
「
不
レ
見
而
章
－
無
レ
為
踏
面
」
は
「
荘
子
」
の
「
幽
居
而
龍
見
、
淵
黙
而
雷
声
、
神
上
寒
天
随
」
。
「
天
地
之

道
云
々
」
は
「
老
子
」
の
「
天
得
レ
一
且
清
、
地
得
レ
一
端
寧
」
で
、
仏
教
の
不
二
法
門
で
あ
る
と
し
、
至
誠
無
息
よ
り
可
二
一
言
墨
田
㎝
也
ま
で
は
明
教
旨
師
の

指
摘
せ
る
如
く
法
界
常
住
不
増
不
減
で
あ
る
と
な
す
の
に
よ
っ
て
も
、
そ
の
引
証
の
様
相
が
落
せ
ら
れ
る
と
思
ふ
。

　
彼
の
か
曲
る
引
証
に
用
ぴ
た
仏
書
で
「
儒
中
庸
回
し
「
中
に
見
、
又
て
る
る
も
の
《
、
経
典
で
遺
「
樗
嚴
」
一
「
金
剛
」
。
「
華
嚴
」
。
「
浬
盤
」
．
「
阿
彌
陀
」
が
あ

る
。
典
着
類
で
は
「
五
燈
会
元
」
∴
帰
元
直
指
」
・
「
高
僧
伝
」
、
論
類
で
は
「
肇
論
」
÷
天
台
止
観
」
・
「
続
三
教
論
」
・
「
六
租
法
夏
着
」
が
あ
り
、
随
筆
で
は

「
焦
弱
々
筆
乗
」
・
「
竹
窓
二
筆
」
、
文
集
で
は
「
鈴
津
文
集
」
、
語
録
で
は
「
大
事
語
録
」
が
あ
る
が
、
そ
の
引
証
の
最
も
多
い
の
は
「
鍾
津
文
集
」
で
、
「
大

士
語
録
」
が
こ
れ
に
次
い
で
み
る
。
一
「
煙
津
丈
集
」
の
著
者
は
契
崇
（
明
教
大
師
）
で
、
彼
の
屏
歯
し
た
杭
州
の
出
身
、
宋
初
儒
釈
一
致
を
力
閉
し
た
高
信
で
あ
る
1
以
上

に
よ
っ
て
、
特
に
宋
学
否
定
の
立
場
か
ら
見
て
相
当
基
本
的
な
文
献
に
拠
っ
た
こ
と
が
判
る
。

　
さ
て
、
「
毒
ら
老
馬
に
趨
り
、
預
め
仏
器
を
啓
く
」
中
庸
－
彼
の
．
い
ふ
「
傭
中
庸
」
．
は
何
人
の
手
に
よ
っ
て
何
れ
の
時
代
に
作
ら
れ
允
か
、
と
い
ふ
こ
と
に

就
て
彼
は
清
の
A
削
越
の
如
く
明
ら
か
に
そ
の
年
代
を
推
定
し
て
み
な
い
が
、
．
一
概
継
は
秦
我
の
作
と
す
る
（
「
湖
楼
筆
談
」
笙
）
1
左
の
記
事
か
ら
彼
の
想
定
が
想
像
さ

れ
る
。
r

　
　
コ
引
腰
為
二
其
二
温
温
野
島
、
実
有
・
左
駿
云
、
礼
羅
漢
転
所
レ
定
、
中
庸
在
ご
第
三
＋
一
簑
、
自
帆
獣
姦
戴
塵
、
始
従
忌
中
一
摘
出
．
二
二
中
庸
伝
二
拳
、

　
　
考
レ
皮
、
顯
伝
云
、
漢
世
．
始
有
二
仏
像
形
製
図
、
未
レ
エ
、
父
蓬
善
瓢
其
事
一
、
腰
亦
参
レ
焉
、
唐
李
緯
徳
書
故
実
云
、
仏
像
本
外
夷
朴
隔
、
人
不
・
生
・
敬
、
今

　
　
三
三
絵
雛
刻
、
自
㎜
】
戴
三
一
始
也
」
。
（
論
旨
）

こ
れ
に
よ
る
と
聖
代
既
に
仏
像
の
製
作
が
行
は
れ
た
こ
と
が
ら
し
て
漢
儒
劉
向
．
が
講
中
に
牧
言
前
に
何
人
か
仏
教
に
も
通
曉
せ
る
者
に
よ
、
つ
て
作
ら
れ
た
乏
想

定
し
て
み
る
如
く
で
あ
る
。
費
長
房
の
「
歴
代
三
宝
記
」
に
は
「
劉
向
典
籍
を
覧
る
に
往
．
々
仏
経
あ
ヴ
」
．
（
巷
コ
．
）
と
見
え
、
こ
の
仏
典
、
、
仏
像
に
つ
い
て
は



「
前
漢
書
」
、
（
衛
青
低
・
金
髪
揮
伝
）
h
主
倹
の
「
漢
武
故
事
」
（
禰
書
考
に
あ
げ
る
）
乃
至
「
魏
略
」
（
西
戎
伝
）
、
「
魏
志
」
〈
釈
老
志
）
．
で
も
問
題
に
な
っ
て
み
る
か

ら
劉
向
時
代
　
部
の
学
者
に
は
知
断
れ
で
る
た
こ
と
で
あ
ら
う
。
し
か
し
、
当
時
孔
門
の
徒
で
老
氏
に
抗
す
る
為
に
仏
教
哲
理
を
研
究
し
て
、
と
れ
を
伝
統
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
カ
ル
ク
シ
や

教
学
に
加
味
す
る
者
が
あ
っ
た
と
は
到
底
考
へ
ら
れ
な
い
。
実
際
に
中
庸
に
合
ふ
仏
典
の
訳
出
は
後
漢
の
官
選
時
代
、
か
の
支
婁
加
識
と
い
っ
た
法
師
等
の
入

国
以
後
で
あ
る
と
仏
教
更
は
伝
へ
る
ゆ
し
て
見
る
と
彼
の
想
定
は
頗
る
曖
昧
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
わ
け
で
、
そ
の
「
釈
氏
多
く
中
庸
を
援
引
す
る
は
実
に
そ

の
言
か
の
教
と
合
ふ
を
球
て
で
あ
る
、
然
ら
ざ
れ
ば
何
故
に
語
・
孟
を
援
引
せ
す
し
て
独
中
庸
の
み
を
援
引
し
よ
う
、
そ
の
玉
込
ふ
べ
し
」
（
天
命
章
下
附
記
）

は
む
し
ろ
大
乗
仏
教
雫
特
に
暉
学
発
達
皮
上
に
於
け
る
こ
の
「
中
庸
の
貢
献
に
ρ
い
て
、
逆
読
し
た
も
の
「
と
見
て
も
よ
い
わ
け
で
あ
る
。
仏
教
皮
に
よ
る
と
後
漢
の

桓
帝
以
後
梁
の
武
帝
に
至
る
三
百
五
十
年
聞
は
大
乗
仏
教
と
し
て
の
琿
め
準
備
期
で
、
．
之
の
聞
老
荘
の
学
賞
は
実
に
そ
の
準
備
の
段
階
で
あ
っ
た
。
　
一
束
習
時
、

代
に
於
け
る
羅
什
・
道
生
・
曾
肇
は
老
荘
を
そ
の
読
に
と
り
、
鷹
山
．
の
慧
遠
・
支
遁
ノ
道
安
・
劉
．
程
之
等
は
弘
法
に
当
っ
て
老
荘
を
還
り
た
事
ば
産
痛
な
例
で
あ
る
。
一
然
る
に

仏
家
は
こ
の
老
荘
に
原
理
を
有
つ
「
道
家
と
角
試
抗
争
す
る
に
及
ん
で
漸
次
儒
家
に
接
近
し
た
が
、
・
そ
の
接
近
の
契
．
機
を
な
し
た
の
は
実
に
こ
の
中
庸
思
想
で
あ

っ
た
。
い
ふ
ま
で
も
な
く
中
庸
が
こ
の
老
氏
に
抗
し
て
述
作
さ
れ
た
も
の
で
、
巴
仏
家
が
こ
れ
を
自
家
薬
籠
申
に
入
れ
る
こ
と
は
弘
法
上
に
悉
抗
争
上
に
も
有
力

な
る
資
を
得
る
と
思
惟
し
た
か
ら
で
あ
ち
ラ
。
戴
顯
や
梁
0
武
帝
．
の
表
章
悉
こ
玉
に
大
き
な
意
義
を
有
つ
わ
け
で
、
足
れ
が
中
腐
め
仏
氏
を
啓
く
第
一
歩
で
あ

る
。
そ
し
、
て
ζ
れ
は
菩
提
達
磨
を
初
租
と
す
る
謂
ゆ
る
暉
学
と
の
関
係
に
於
て
、
．
特
に
六
黒
歯
能
以
後
暉
風
の
｝
新
と
そ
の
発
展
に
対
し
て
「
つ
の
貢
献
を
七

た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
儒
仏
二
瀬
の
交
渉
と
調
和
の
中
で
、
儒
家
を
し
て
、
そ
の
本
来
の
面
目
に
立
ち
帰
ら
せ
た
の
も
又
実
に
こ
の
申
庸
で
あ
っ
た
。
一
i
こ

の
こ
と
は
朱
子
の
「
中
庸
章
句
」
の
序
に
明
ら
か
に
述
べ
ら
れ
て
み
る
。
し
か
し
、
宋
儒
を
排
撃
す
る
彼
は
か
玉
る
見
地
か
ら
し
て
中
庸
述
作
の
意
義
を
観
察

し
た
の
で
は
な
ぐ
、
ど
こ
ま
で
も
老
仏
土
氏
の
学
と
し
て
、
こ
の
中
庸
に
よ
つ
て
聖
賢
の
道
が
、
儒
学
の
名
の
下
に
失
は
れ
て
行
く
こ
と
を
杞
憂
し
た
の
で
あ

る
。
一
で
．
「
預
め
仏
氏
を
啓
く
」
と
い
ふ
の
も
、
要
す
る
に
中
庸
が
仏
家
入
道
の
段
階
と
し
て
老
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ヒ
れ
に
つ
い
て
一
例
を
中
庸
の
．
「
未
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

毒
中
旨
に
と
っ
て
見
る
。
何
故
な
ち
申
庸
に
於
け
る
未
発
の
問
題
は
中
庸
の
最
も
重
要
な
る
部
分
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
ε
、
彼
は
こ
の
中
を
室
と
謂

ふ
べ
ぎ
で
あ
る
と
し
、
暉
家
の
「
心
室
法
」
・
「
対
等
不
起
」
・
「
樹
影
止
水
」
、
乃
至
天
台
の
三
止
観
．
で
あ
る
「
塞
一
瞥
．
室
．
一
一
塞
不
室
一
ご
と
同
義
で
あ
る
と
観
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
る
ど
共
に
、
・
こ
の
中
i
喜
怒
愛
楽
未
発
1
あ
工
夫
こ
そ
天
下
の
学
者
を
駆
っ
て
輝
に
入
ち
し
む
る
基
点
で
あ
る
乏
見
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
彼
の
引
い
た

明
曾
蓮
池
の
．
「
竹
窓
墨
筆
」
・
の
中
で
彼
蓮
池
の
修
行
と
し
て
物
語
ら
れ
る
－
彼
蓮
池
は
中
庸
の
．
未
発
め
中
に
対
し
て
入
道
の
一
歩
を
踏
み
出
し
、
鋼
ゆ
み
開
瓶

以
前
の
臨
已
な
る
も
の
を
見
得
ナ
る
ご
と
が
出
来
た
が
、
倫
相
対
の
見
を
離
脱
す
る
．
ご
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
し
か
し
∵
そ
れ
は
や
が
て
「
樗
嚴
」
に
参
じ
て

絶
対
的
境
地
と
し
て
の
室
瓶
以
前
の
自
己
な
る
も
の
を
悟
得
す
る
の
由
縁
と
な
っ
た
一
こ
』
で
彼
は
こ
の
未
発
を
下
乗
聖
日
し
て
北
宗
繹
（
五
組
論
罪
の
弟
子
神

　
　
　
　
　
嬬
了
簡
の
儒
巾
庸
諭
に
つ
・
い
て
（
藤
沢
）
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
、
一
一
（
一
一
）

吻



　
　
　
　
　
儒
州
大
学
．
紀
「
第
…
”
ツ
，
　
　
　
「
　
　
‘
　
　
　
　
　
娼
一
二
（
」
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

秀
王
廃
の
法
系
）
に
比
し
、
ド
こ
の
未
発
の
中
に
つ
い
て
修
養
す
る
宋
儒
を
暉
の
下
乗
を
得
た
る
も
の
と
舐
り
、
「
榜
嚴
」
．
の
室
籾
の
境
地
を
以
て
暉
の
上
乗
に
し
　

て
南
宗
灘
（
六
薩
慧
能
の
法
脈
）
で
あ
る
と
い
ふ
（
首
鼠
未
発
條
ド
）
。
然
ら
ば
中
庸
は
雷
魚
こ
の
下
乗
暉
の
域
を
出
で
な
い
で
あ
ら
う
か
。
彼
は
中
庸
第
十
二
費

隠
章
鳶
魚
の
一
節
に
対
し
て
「
惟
ζ
れ
の
み
宗
門
の
旨
と
最
も
契
ふ
」
と
讃
じ
、
書
家
に
と
」
つ
て
修
行
に
資
す
る
点
の
多
き
を
縷
述
し
、
唐
の
真
輝
師
、
．
宋
の
「

徳
章
旧
師
、
覚
通
暉
師
、
・
克
勤
繹
師
依
冊
の
と
の
一
節
に
つ
い
て
の
詩
偶
を
あ
げ
る
。
そ
の
｝
例
　
　
r
．
」
、
一
．
　
　
，
　
　
　
　
　
　
～
“
：
：

　
　
「
檎
法
を
真
暉
師
に
問
ふ
て
臼
く
A
学
入
定
の
と
之
う
に
向
っ
て
足
を
駐
む
る
、
㌧
師
の
割
く
ハ
海
亡
く
し
て
魚
の
羅
．
る
に
従
て
、
天
魔
し
う
し
．
て
鳥
の
飛
ぶ

　
　
回
す
。
．
三
三
三
三
鯖
蹴
大
丈
夫

濃
漿
を
啓
く
の
例
は
枚
挙
に
蓬
が
な
い
が
、
今
は
こ
れ
を
略
す
こ
と
N
し
て
、
要
す
る
に
彼
の
許
多
の
例
証
は
「
備
中
庸
」
の
左
験
に
塾
す
し
て
輝
．
学
癸
展
の
」

左
証
の
感
が
あ
る
ゆ

ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
六

　
以
上
「
儒
中
庸
識
」
．
な
る
も
の
、
概
要
で
あ
る
。
総
じ
て
そ
の
所
志
に
幾
多
の
矛
盾
と
不
合
理
の
あ
る
こ
と
も
上
述
せ
る
如
く
で
あ
る
が
．
、
．
そ
れ
は
」
に
梁

応
援
の
指
摘
せ
る
如
く
、
・
王
学
の
弊
風
鳶
つ
ま
り
理
学
の
末
流
に
対
す
る
反
動
と
し
て
、
謂
ゆ
る
「
繁
博
の
考
証
を
以
て
起
っ
て
之
を
矯
め
ざ
る
を
得
ざ
る
」
．

よ
差
出
で
た
る
理
学
排
撃
の
根
本
的
工
作
で
、
あ
っ
て
や
済
初
学
．
風
の
過
渡
的
動
向
を
知
る
上
の
資
料
で
あ
る
と
共
に
、
幾
多
の
興
味
あ
る
問
題
を
暗
示
し
て
み

る
の
を
見
逃
す
ζ
と
が
出
来
な
い
ゆ
．
例
ぺ
ば
「
預
め
黒
氏
を
憂
く
」
左
験
と
し
て
の
例
証
が
、
そ
の
彼
の
意
図
に
反
し
、
却
っ
て
謂
ゆ
る
大
乗
非
仏
読
を
－
特

に
麗
学
に
つ
い
て
一
中
庸
と
の
関
蓮
に
於
け
る
そ
の
発
展
の
形
遊
に
よ
つ
て
指
摘
す
る
こ
と
去
な
り
、
、
そ
れ
が
転
記
病
理
学
確
立
の
必
然
性
を
、
逆
読
す
る
結

果
と
な
つ
允
こ
ど
。
彼
の
問
題
に
し
た
箇
所
が
今
日
「
中
庸
読
ト
と
し
て
、
考
証
さ
れ
る
部
分
に
該
当
し
て
み
る
こ
と
等
は
そ
の
顯
．
著
な
る
も
、
の
で
あ
る
。
就
中

道
論
に
於
け
る
「
仁
義
一
暦
」
の
見
解
の
如
き
は
宋
儒
．
の
理
気
読
に
対
す
る
根
本
的
反
駁
で
あ
る
が
、
そ
の
着
想
は
暉
学
の
大
乗
的
見
地
1
あ
ら
ゆ
る
相
対
、
．

あ
ら
ゆ
る
差
別
を
宇
宙
臥
生
の
絶
対
相
に
「
円
融
す
る
立
撃
に
立
っ
て
の
見
解
に
基
く
も
の
と
も
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
．
つ
て
、
そ
こ
に
中
庸
を
廃
仏
の
学
と
し
て

排
撃
す
惹
彼
自
身
が
却
っ
て
と
の
暉
学
的
で
あ
る
こ
と
を
曙
示
し
て
み
る
。
つ
ま
り
、
錦
城
の
謂
ゆ
る
「
荘
繹
の
域
に
走
っ
て
自
ら
悟
ら
ざ
る
」
に
陥
っ
て
ゐ

．
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
の
所
論
が
愛
陶
に
異
る
点
は
一
に
そ
の
「
道
義
感
情
を
以
て
し
た
中
庸
哲
学
の
．
精
神
」
を
無
塗
し
た
と
こ
ろ
に
在
る
が
、
そ
れ
は
こ
」

の
精
工
を
立
脚
地
と
す
る
宋
明
理
学
の
排
撃
が
抑
々
‘
そ
の
動
機
で
あ
り
、
叉
究
極
の
目
的
で
あ
っ
た
と
と
ろ
に
起
因
す
る
と
共
に
ハ
か
与
る
一
方
的
な
と
こ
ろ
、

に
そ
の
．
持
論
が
欝
病
過
熱
を
以
て
評
さ
れ
る
所
以
が
あ
惹
と
い
へ
る
。
と
も
あ
、
れ
．
h
儒
中
庸
詮
」
、
は
清
和
新
学
に
対
す
る
考
証
学
者
の
一
見
解
と
し
て
興
味
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Summary

On Yao Chi Heng's 姚際恆 "Wei  Chung-  yung shuo"
僞中庸, his Refutation of the Traditional Belief in the

"Chung-yung"

By Makoto  FUJISAWA

 Yao Chi Heng lived a studious life in the period of the Ching dynasty and contributed not a little to sub-

stantiate Chinese philosoply as a learned member of the school of  Classic-Reference  ; though, while  he lived, he 

made little conspicuous movement among his contemporaries. He entertained some consistent doubts upon, and 

so refuted, the truth of the traditional belief in the  "Clzung-yung" being the direct issue of Confucianism, 

which was wholly recognized by Cheng, Chu, Wang  tY.  •  *.  7-F_ and so forth through the age of Sung and Ming 

 7  •  PA Yao Chi  Heng, on the contrary set up a new and original view quite opposite to those of his predecessors 

with regard to ethical and philosophicalthoughts contained in the  "Chung-yung". The exposition of his view makes 

up his  "Wei  Chung-yung  Shuo". So he, not only gave a solid foundation  for his refutation, but also has furnished 

an indispensable material to show the general trend of study and learning in the transition period of the earlier 

part of the Cling dynasty. 

 One  of  the  most interesting results of his researches bring us  to  the- view that the  "Chung-yung" contains in 

it the idea of both Laotzeism and Buddhism  VIANAE. He examined the relation of the one to the other from the 

evolutional point of  view, stage  after stage in the development of ethical and philosophical thoughts. This dese-

rves  our attention as a characteristic of his original  attitude, because no other instance of the similar case has 

ever been seen since that  time.

韻墾麺Q.魑 昏毫…継UO3ト ノ(髄序'へ'汁」);i珪(1用)
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